
白山都市計画地区計画の変更（白山市決定） 

 

 都市計画白山市建蔽率制限地区（鶴来地域）地区計画を次のように変更する。 

 

１ 地区計画の方針 

名 称 白山市建蔽率制限地区（鶴来地域）地区計画 

位 置 別紙のとおり 

面 積 約８５．１ｈａ 

地区計画の目標 

本地区は、鶴来地域の中心市街地に位置し、一団の市街地が形

成されている地区であり、今後も健全な市街地の維持保全に努

めることとしている。 

本計画は、良好な景観の保全と快適な居住環境の形成を図る

ことを目標とする。 
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土地利用の方針 

地区の土地利用は、良好な景観の保全と快適な居住環境の形成

に努める。 

第一種住居地域については、住宅地を主体に住環境の保全に支

障のない小規模な店舗等を許容しながら、利便性の高い市街地の

形成を図る。 

近隣商業地域については、地域住民に密着した商業地の拠点と

して地域住民の生活利便性の向上やにぎわいの創出を図る。 

準工業地域については、住宅、店舗・事務所、軽工場等が混在

していることから、住環境に支障ない工場等を許容しながら、周

辺住宅地の居住環境の保全に努める。 

建築物等の整備方針 

地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、周辺景観等との

調和に配慮しながら、ゆとりある地区の形成が図れるよう制限を

行う。 

○建築物の建蔽率の最高限度 

 

２ 地区整備計画 
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建築物の建蔽率の

最高限度 

 

７０％ 

（ただし、建築基準法第５３条第３項第２号に定める建築物に

ついては、８０％とする。） 

 

「区域は計画図表示のとおり」 

理 由 

都市計画法の一部が改正され、用語の整理による「建蔽率」の表記変更があったため、地区計画に

おいても同一の表記とするため地区計画を変更する。 


